
活用事例
清水建設株式会社

帳票開発の高速化と効率化を、業務改革につなげたい
見る人に見たいところを見せる帳票で、年 1回の運用から週 1回の運用へ

管理帳票の個別化により、業務の「見える化」を実現
伝達手段としての「帳票」が組織の力になり、業務管理改革を推進

見える化に必要な「帳票」の 
開発生産性を向上させたい

清水建設株式会社は 1804 年の創業以来、
200 年余の歴史を持つ建設会社だ。明治の洋風
建築を初めとして、つねに時代の先駆者として建
設業界をリードしてきた。同社は今、ライフサイク
ル・バリュエーション（事業構築〜企画〜設計・
エンジニアリング〜建設〜運営管理という建設物
のライフサイクル全体を通して、お客様にとっての
最善を提案し、実現していく）活動を全社を上げて
推進している。お客様の期待する価値を具体的に
見えるようにし、その最大化を図るために、最高レ
ベルの技術やサービスを提供していく。そのため
には経営資源の見える化と工夫改善が欠かせな
い。

清水建設の山田 照雄氏は、業務システム改革
推進グループを率いるグループ長だ。同グループ
は、設計プロジェクトにおけるプロジェクト管理や、
様々な専門分野のエキスパートが集う設計特有の
人事システムといった、設計部門が活用するシステ
ムに特化した開発を担っている。

同グループのミッションは、IT による業務効率の
向上にある。その取り組みの一つが経営資源の「見
える化」だ。それまで大変な手間をかけて「管理帳
票」を開発してきたが、SVFX-Designerを活用し
た生産性向上に取り組んだ。山田氏は「それまで
管理帳票は年 1回作成していたが、今は週 1回の
ペースで出せるようになり、管理帳票が初めて経営
に役立つものになった」と語る。

SVFX-Designerを使うことで、帳票の設計・開
発がビジネスロジックから切り離され、コンカレン
トに行なえることが生産性向上の大きな要因とな
っている。インターフェイスについても、Webサー
ビスの技術を使ってビジネスロジック・レイヤとプ
レゼンテーション・レイヤを完全に独立させられる。

そのためレイヤごとに特化して一斉に開発でき、追
加開発や手直しにも柔軟に対応できる。

山田氏は「最近では、正式な開発なら 3ヵ月間、
追加開発は 1ヵ月、あるいは 2 週間に1本という
量産が可能だ。実験的に管理帳票を作成し、新た
な施策を試してみる余裕もある」と、開発生産性に
ついて述べる。実際の運用であがる帳票のデザイ
ンの変更の要望や改善すべき課題は、本体のプロ
グラミングに手をつけずに、即座に修正することも
可能だ。1本のプログラムで様々な管理項目を出せ
るようにしておき、部署管理者が見たい項目を任
意に出せるようにした。
「やってみて効果がなければすぐに止め、効果が

あれば急速に普及させる。SVFX-Designerは、変
革の時代のスピードに合わせるようにスピーディー
かつ、非常に低コストで効率的にシステム開発でき
るツールだ」（山田氏）

管理帳票の開発スピードの向上が 
業務運営ノウハウに効いてくる

同社ではすでに様々な帳票を SVFX-Designer
で作成しているが、SVFX-Designer が本当にその
実力を発揮するのは、業務を管理するための「管
理帳票」の開発。その管理帳票は 10パターンほ
どあり毎月定例で出力される。ただ、翌月に同じも
のが出ることはほとんどないという。事業環境に
変化が生じたり、思ったような結果が出ない場合、
すぐに管理項目や管理点を変えるからだ。そうした
観点では、山田氏は「管理帳票は当社にとって組
織運営のノウハウの塊。組織運営の責任者に対し
て、いかに変化にキャッチアップし、的確な情報を
提供できるかが問われている」と語る。

SVFX-Designerを活用するようになりシステム
開発に変化があった。従来なら同グループが標準
的なデータを提供した後は、各組織の部署管理ス
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タッフが Excelに落とし、管理責任者が見やすい
帳票に加工していた。しかもニーズによって管理項
目に変更があるため、マクロ処理が使えず、管理ス
タッフは手作業でおこなわれていた。もちろん、目
的によっては Excelで作り直す方が早い場合もあ
り、現在でも行われている。ただ、Excelで再作成
した帳票を繰り返し使う場合、Excelで書き加えら
れた情報は標準の帳票にフィードバックされない。
そこで、山田氏らは Excelに落として加工していた
部分も、SVFX-Designer のダイナミックアトリビュ
ート機能を活用し直接出せるようにした。管理帳
票のバーチャート部分などは、その一例だ。（図 1）

設計案件の進捗状況を管理する管理帳票の場
合、2 ヵ月に1回は表示項目の見直しが行われる。
管理帳票のバリエーションが 5つほど存在し、見
る人によって異なる内容を示すことができる。山田
氏は「こうした帳票には、現在の清水建設の設計
に競争力を持たせるための管理機能が埋め込まれ
ている。どのような状況のときに、どのような管理
項目を見るべきかといった観点で、こうしたバーチ
ャートは重宝がられる」と説明する。

山田氏は「特許を取りたいと思うぐらいのノウハ
ウがあるが、公開することはできない」と苦笑する。
まさに管理帳票がビジネスインテリジェンスなの
だ。なぜ、それほど帳票の価値が上がったのか。そ
の最大の理由は、SVFX-Designerでタイムリーに
修正できるようになったからだ。手作業でのグラフ
化作業が軽減された。簡単に管理帳票にバーチャ
ートを 組 み 込 むことが 可 能 に なり、SVFX-
Designerで開発した管理帳票は、当初は月1回
の運用だったが、2 ヵ月後には月 2回となり、今で
は毎週運用されている。

管理者らの多様な評価が帳票に 
集約されて組織のチカラとなる

同社ほど帳票とビジネスインテリジェンスを結び
つけ、それを活用している企業は少ない。組織の
規模が大きく、多彩なスキルを持つ様々な人が、同
じ情報を持ち、多様な評価を行う。それらの評価
が帳票にまとめ上げられて組織のチカラになる。

山田氏は、組織力にするための伝達手段として
帳票が欠かせないと言う。PC の画面ではどうして
も情報が不足するからだ。「上司は管理したいこと
を部下に要求するが、実際に要求を管理点として
数値にできない場合もある」と、帳票で表現してみ
ることの必要性を指摘する。
「どうすれば管理点に落とせるかを、上司ととも

に考えるときに帳票が役立つ。それこそ “ダメもと”

でつくる。サンプルだと思って開発する。SVFX-
Designerは、仕様書の代わりだ。仕様書を書く暇
があったら SVFX-Designerで開発した方が早い」

（山田氏）
山田氏のグループでは、開発担当者が部署管

理者のニーズをまとめ、SVFX-Designerで開発す
る。フィールドリストをつくり、データ形式が決まれ
ば、それが仕様書となる。一方で、管理方針をもと
にビジネスロジックが決まり、プレゼンテーション
に対して XMLを書き出す部分が決まる。何をどう
管理したいのかを SVFX-Designerで表現する。

同グループで SVFX-Designer の運用を開始し
たのは 2006 年 4月のこと。それから1年足らず
で帳票のスピード開発は定着した。山田氏はさら
に改革を推進していく考えだ。「この見える化には
もっと工夫が要る。Excelで行っていたことを
SVFX-Designerで実現できたが、もっと別のこと
ができるはずだ。Excel 的な発想ではなく、もっと
ダイナミックに、ビジュアルに訴求できるようにし
たい」と語る。

現在、部署管理者が管理する案件は平均 200
件を超え、多い部署は 400 〜 500 件を抱えてい
る。多くの管理者が案件を隈なく見渡し、緊急度
の高い問題箇所を懸命に探す日々が続く。そこで
山田氏のグループでは、緊急度を明確化できるよ
うな帳票を検討中だ。「管理者が一目瞭然に業務
の緊急度を察知できる帳票をつくりたい」と、山田
氏は意欲を見せる。
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